
２
０
１
８
年
夏
、
日
本
で
は
酷
暑
に
よ
り
１
０
０

人
を
超
え
る
人
々
が
命
を
落
と
し
、
数
万
人
が
病
院

に
搬
送
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
翌
２
０
１
９
年
の

夏
も
酷
暑
が
日
本
を
襲
い
、
１
０
０
人
超
が
死
亡
、

数
万
人
が
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
日
本
国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
最
近
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
林
火
災
が
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
英
国
で
は
激
し
い
嵐
が
猛
威
を
振
る
っ

た
。
世
界
的
に
見
て
も
、
１
月
の
気
温
と
し
て
は
、

２
０
２
０
年
１
月
が
観
測
史
上
最
も
暑
い
月
と
な
っ

た
。
ま
た
、
年
別
に
見
た
気
温
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

気
温
上
位
２０
年
の
う
ち
、
実
に
１９
年
分
が
、
直
近
２０

年
の
間
に
記
録
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
は
今
ま
さ
に
目
の
前
で
進
行
中
の
出
来

事
で
あ
る
。
将
来
の
世
代
が
直
面
す
る
よ
う
な
遠
い

未
来
の
問
題
で
は
な
い
。
人
間
の
活
動
が
原
因
で
、

１
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
気
圏

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
こ
そ
、
現
在
わ
れ

わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
界
が
重
要
な

役
割
を
担
う
。
実
際
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
う
ち
、
か
な
り
の
部
分
は
企
業
活
動
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
り
、
企
業
に
は
、
ク
リ
ー
ン
で
革
新
的

な
技
術
を
大
規
模
に
実
装
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
え

る
。
企
業
が
中
心
的
な
役
割
を
担
わ
ず
し
て
、
気
候

変
動
と
の
闘
い
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

安
倍
晋
三
総
理
大
臣
の
提
唱
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
促
進
を
議
論
す
る
国
際
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ（Innova-

tion
for
C
ool
E
arth

F
orum

）は
、
気
候
変
動
問

題
の
解
決
に
向
け
た
画
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
経
営
幹

部
が
出
席
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
、
水
素
、
Ｃ
Ｏ
２

回
収
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

毎
年
、
私
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
す
る
う
え
で
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
将
来
へ
の
道
筋
を
描
く
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。
昨
年
は
極
め
て
重
要

気
候
変
動
対
策
に
お
け
る
企
業
の
役
割

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
サ
ン
ダ
ロ
ー

D
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S
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コ
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ア
大
学
世
界
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ネ
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ー
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ー
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な
テ
ー
マ
で
あ
る
重
工
業
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
特
に
重
点
を
置
い
た
の
が
製
造
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
熱
供
給
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
で
、

こ
れ
は
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
全
排
出
量
の
１０
％
を

占
め
て
い
る（
自
動
車
と
航
空
機
利
用
に
伴
う
合
計

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
上
回
る
）。

ほ
と
ん
ど
の
重
工
業
で
は
、
膨
大
な
量
の
熱
供
給

を
必
要
と
す
る
。
多
く
の
場
合（
セ
メ
ン
ト
、
鉄
鋼
、

化
学
業
界
を
含
む
）、
中
核
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、

鉄
鉱
石
の
製
錬
や
、
強
力
な
化
学
結
合
の
破
壊
、
あ

る
い
は
製
品
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
含
有
量
の
増
加
な
ど

が
伴
う
か
ら
で
あ
る
。

今
日
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
産
業
用
途
熱
は
、
石
炭
、

石
油
、
天
然
ガ
ス
の
燃
焼
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
化
石
燃
料
は
、
多
く
の
工
業
プ
ロ
セ
ス
に

必
要
な
高
温
の
熱
を
生
み
出
す
う
え
、
連
続
運
転
が

可
能
で
信
頼
性
に
も
優
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

パ
リ
協
定
の
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

産
業
用
途
の
熱
供
給
の
脱
炭
素
化
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
は
電
力
・
輸
送
・
建
設
部
門

の
脱
炭
素
化
に
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

い
な
い
。

低
炭
素
型
の
産
業
用
途
熱
を
供
給
可
能
な
オ
プ
シ

ョ
ン
と
し
て
は
、
水
素
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
電
化
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ（
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留
）、
原

子
力
、
Ｃ
Ｓ
Ｐ（
集
光
型
太
陽
熱
発
電
）な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
産
業
用

の
熱
供
給
と
い
う
意
味
で
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
も

の
は
、
ほ
ぼ
な
い
に
等
し
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
の
「
産
業
用
途
熱
の
脱
炭
素
化
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く
掘

り
下
げ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
、
鉄
鋼
、
化
学
の
３
業

界
に
つ
い
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
も
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
政
策
提
言
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
政
府
調
達
や
研
究
開

発
、
規
制
、
租
税
政
策
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
注
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
と

な
る
の
が
政
策
で
あ
る
。
政
府
に
よ
る
適
切
な
政
策

の
枠
組
み
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
経
済
界
が
気
候
変

動
と
の
闘
い
に
全
面
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き

な
い
。
経
済
界
は
、
こ
の
よ
う
な
有
効
な
政
策
を
打

ち
出
す
よ
う
政
府
に
働
き
か
け
る
と
同
時
に
、
気
候

変
動
と
の
闘
い
を
困
難
に
す
る
よ
う
な
政
策
の
採
択

を
、
政
府
に
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
重
要
な
役
割
を
担

う
。最

近
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
が
気
候
変
動

へ
の
対
応
の
重
要
性
や
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お

け
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見

を
述
べ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
１
月
に
は
、
世
界
最

大
の
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
の
創

業
者
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ラ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
ク
氏
が
「
気
候

変
動
は
企
業
の
長
期
的
な
見
通
し
を
決
定
づ
け
る
要

素
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
２
０

２
０
年
２
月
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
創
業
者
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
氏
が
「
気
候
変
動
は
地
球
に
と

っ
て
最
大
の
脅
威
だ
」
と
し
て
、
気
候
変
動
対
策
に

１
０
０
億
ド
ル
を
拠
出
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

私
が
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は
、

多
く
の
学
生
が
就
職
先
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
を
希
望
し
て
お
り
、
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
か

か
わ
る
道
を
模
索
し
て
い
る
。
他
の
大
学
で
も
同
様

の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

移
行
に
、
世
界
中
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
材
が
魅
力

を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

将
来
的
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
移
行
す
る
こ

と
が
、
気
候
変
動
対
策
の
重
要
な
柱
と
な
る
。
こ
の

移
行
に
よ
っ
て
、
今
後
、
市
場
が
成
長
し
、
資
本
が

動
員
さ
れ
、
投
資
の
シ
フ
ト
が
起
こ
る
に
つ
れ
て
、

大
き
な
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
企
業
は
地

球
を
救
う
一
助
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
移
行
過

程
で
利
益
を
得
る
機
会
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

（注）https://www.icef-forum.org/pdf2019/roadmap/ICEF_Industrial_201910.pdf
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